
 

⽟川上⽔が残された経緯と市民運動 

〜資料から読み取る保存の意思〜 

 

 

 

2021年１１月２８日 

 

鈴⽊浩克（井の頭⾃然の会 代表） 

 



 

1654年 承応 3年 完成 367年前 

 

関東ローム土を素掘りで開削 



1670年 寛文10年 完成から16年後 

 

 

 

 

 

 

堤を保護するために松や杉が植えられた（福生市文化財審議会 吉江氏論文より） 

「上⽔に木は無かった」 「土手にサクラだけが本来の姿」 は間違い 



1741～1744年 寛保年間 完成から90年後（諸説あり） 

小金井地区の樹木は観光資源としてヤマザクラに植え替えられた 

 

 

 

 

 

小金井市を中心６ｋｍ区間          他の地域 

1924年 大正 13年 名勝・小金井桜 指定 今から 97年前 



1962年 昭和 37年 風致地区 指定 (小平市全域と小金井市の上流側半分) 

 自然的景観を保存する国の法律 通⽔停止の 3年前 

 

この時点で、あるていどの樹林があったから風致地区に指定されたはず 



1965年 昭和 40年 通⽔停止 ⽔道⽔路としての役割を終える 

 

 



1965年～1970年 昭和40年～45年 通⽔停止後の利用案 

道路化                  鉄道化 

 

 

 
 

通水停止後の玉川上水は、暗きょにしたのち40メートル幅の道路にする計画（一部

着工）や、鉄道、モノレールにする計画があった。 

 



1966年 昭和41年 2月19日  朝日新聞 

『無残、⽟川上⽔の並木』 

 

杉並区域の暗きょ化で⽊々が皆伐された。現地調査もせず都民の財産である緑をなくす「無神

経さにあきれる」という投書者の言い分を、今後の行政に十分反映させてほしいものだ。 

 

1966年 昭和41年 4月6日 毎日新聞 

『武蔵野の名ごりを大切に』「玉川上水を守る会」が発足 

 

 玉川上水を守ろうという人たち約50人が井の頭弁天堂に集まり「玉川上水を守る会」発会式を

行った。 

 



 

⽟川上⽔を守る会（武蔵野市） 

昭和41年に下流域が埋め立てられるのを見てすぐに結成 

●都議会に⾃然保護のために玉川上水を残すことを求める請願提出 

●都知事に会って陳情を手渡す 

●当時できたばかりの文化庁を訪れ、史跡として保存するように申し入れる 

 

昭和46年、都議会で4年間の継続審議ののち、玉川上水を守る会の請

願が採択される 

 



1972年昭和47年 美濃部都知事答弁で道路計画は撤廃される。 

『この玉川上水はどうしても残さなければいけない、そうかたく決意をして、関係部

局にもそう申しております。したがって、いま申されましたように、計画街路から取りは 

ずすことがよければ、それを実行いたします。また、玉川上水を保護する上において 

も最大の努力を払いたいと存じておりますし、さらに遊歩道をつくること、これもぜひ

実現したいと考えております。』（都議会議事録より） 

 

遊歩道案が始まる。 

道路・鉄道案の次に登場した遊歩道案とは 



 

 

2600ミリの水道管を埋設した後、コンクリートで固め遊歩道やサイクリングロードにする

案。岸辺の⾃然は残されるが、水環境は乏しくなる案。 

 



 

1971年 昭和46年 4月7日 読売新聞 

『“最後の自然”大事に』 

二千六百ミリの水道本管を上水に入れて送水力を上げようと大規模な水道拡張計画

を立てている。だがそんな工事をやったら、玉川上水の⾃然はメロメロに破壊されてしまうの

では、と市民は心配する。緑が壊されるのはゴメンだ。⾃然を破壊しない工事を要求する。 

（遊歩道化に反対する市民の声） 

 

 



1972年 昭和47年 4月22日 朝日新聞 

『野趣ただよう雑木林 保存が決まった⽟川上⽔べり』 

玉川上水の一部が林間遊歩道として残されることになった。守る会が立ち上がらねば

⾃動車道になっただろう。あぶないことだった。(遊歩道化を歓迎する論調) 

 

1972年 昭和47年 5月10日 読売新聞 

『⽟川上⽔歩道化にふれて 自然を蘇らせよう』 

 評論家：野田宇太郎 少しでも水が流れるようになれば堤防には草⽊が喜び、昆虫

もおのずから生まれてくる。（守る会は遊歩道化に反対） 



1972年 昭和47年 5月25日 朝日新聞 

『⽟川上⽔べりに散歩道 “クルマ派”に勝った武蔵野の自然』 

 虫の音すだく12キロ。実った根強い運動。「野草や雑⽊林が荒らされているところ以外

は、なるべく手を入れずに⾃然のままにするつもりです。大都会のすぐそばでこんな長い散歩

道はほかにない。歩くだけの散歩道にしたい」（都建設局の話）（遊歩道化継続） 

 

1976年 昭和51年 史跡指定で国と都が合意 

(埋め立てて遊歩道にする案は撤廃され、自然と史跡を共存させて保存する方

針が発表される) 



岸辺の雑⽊林ともども永久保存することで都と国が合意。 



 

しかし、未登記問題で実際の指定は27年後になる。 

 

1965～1986年 昭和40～61年 空堀期  

水量が減らされ、乾燥による法面の損傷が目立つようになる 



小平玉川上水を守る会（昭和49年結成） 

一向に史跡指定が進まなかった空堀期に粘り強く活動した団体 

 



1982年 昭和57年 6月24日 毎日新聞 

『⽟川上⽔に清流復活 都が計画 ⽔路敷はグリーンベルト』 

昭和59年からの清流復活を目指す（鈴⽊都知事が清流復活を決意） 

 

1982年 昭和57年 6月24日 読売新聞 

『⽟川上⽔を史跡河川に 国指定受け、人工⽔流す』 

 「玉川上水」について都は23日、国の史跡指定を受けて全面的な「よみがえり作戦」に

乗り出す方針を固めた。都の今回の計画は、上水をよみがえらせて都民のオアシスにしよう

という狙い。これ以上の「開発」にストップをかけることが必要との判断。 



1982年 昭和57年 都議会議事録 鈴木都知事 

『清流を復活して潤いのある水と緑の環境を大切に守り育てていくことが、マイタウン東京実現の

重要な柱である。』 

1986年 昭和61年清流復活 高度処理水で流れが戻る。 

 

 

 

 

 

 



1986年 昭和 61年 4月 27日 読売新聞 

 『川底の野草守れ 通⽔前に土手移植』 

  〜枯れていた間、珍種の宝庫に 21年ぶりに清流がよみがえる玉川上水で〜 

小金井市を中心とする愛好家のメンバーたちが川底の野草を土手に移植する作業に

励んでいる。植え替え作業にあたっているのは「多摩の野草」の会員たち。サイハイラン、キ

ツリフネ、アオイスミレ、イチリンソウ、ニリンソウといった市街地ではめったに見られない野草が

別天地のように咲き乱れる玉川上水。清流復活で川底に沈むことを知り、水道局の許可

をとり、急いで野草を土手に植え替えることにした。植え替えは小金井市内の玉川上水

（約 3 キロ）を中心に、6月まで続ける予定だ。 



 

 

1997年 平成 9年 ⽟川上⽔景観基本軸 指定 都の都市計画条例 

現在の開渠部分全域、風致地区と同じく⾃然的景観の維持が目的 

 

1999年 平成11年  歴史環境保全地域 指定 都の環境保全条例 

玉川上水の歴史的価値と、そこに残された⾃然的価値をともに保存する目的 

 

 



2001年 平成13年 12月12日 読売新聞 

『⽟川上⽔ 大量落ち葉に住民悲鳴 高い位置の枝打ち申し入れ 都は難色』   

 

 「⽊を守る」ことを優先する都と「生活する人のことも考えて」という市民の溝は埋まらない。 

「⾃宅の雨どいを詰まらせる落ち葉を減らすため、高い位置の枝打ちをして欲しい」と昭島市の

住民。玉川上水は歴史環境保全地域に指定されているため、都環境保全局は、雑⽊林の

状態を維持する保全計画書に基づいて⽊々の管理をしており、伐採などは景観や林の構成を

保つ範囲でしかできないという。苦情を受けた場合「個別の状態を見て検討するが、社会通念

上の限度を越えていなければ、環境保全のために周辺住民の協力をお願いするしかない」と同

局。昭島市も「連絡を受けて職員が掃除に出向いたり、都にせん定をお願いすることもあるが、

上水は市にとっても貴重な⾃然。近隣住民には迷惑とは思うが、ご協力願いたい」 

 



 

 

 

2003年 平成15年 史跡・⽟川上⽔ 指定  

念願の史跡に指定される。しかし、管理計画は「⾃然を残す」という理念が大幅に削

られたものになってしまった。 

 

 



通水停止後の利用案と保存案 

               樹⽊（⾃然的価値） 法面（歴史的価値） 

道路化案                 ✖             ✖ 

鉄道化案                 ✖             ✖ 

遊歩道案                 〇             ✖ 

史跡指定 国と都の合意        〇             〇 

歴史環境保全地域           〇             〇 

史跡合意から27年経過 

史跡・玉川上水（整備活用計画）  ✖             〇 



まとめ 

玉川上水保存の意図は、自然の保護、自然的景観の保護、市民憩いの場所とし

ての緑地環境を都市の中に残しながら、同時に歴史的価値も残すものだった。 

 

玉川上水の保存運動をした市民団体は玉川上水にある様々な価値を共存させ、

丸ごと継承しようとしていた。「名勝・小金井サクラ」も価値の一つで大事だと考えて

いた。（小平玉川上水を守る会の会報にヤマザクラの研究者の投稿もある） 

 

多様な価値を共存させると、より多くの人に愛される玉川上水になる。 

 

玉川上水が良い状態に戻るまで、私たちも市民運動を続ける。 

 

 



現在の市民も大多数は多様性（共存）を支持している 

（玉川上水みどりといきもの会議、アンケートから） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2021年3月に実施した小金井市議会議員選挙、立候補予定者の方へのアンケー

トでも 

「名勝復活のためには桜以外は排除すべき」という答えは０％だった 

 

「他の樹木との共存を図り、名勝の復活と生物多様性を両立させる」６０％ 

 

「その他」40％ 

 

「その他」の回答も、共存を支持や自然保護重視を指摘する内容がほとんどだっ

た。 

 

 



 

 

小金井市区域玉川上水をサクラだけにするのは、上水の価値を独り占めするもの

である。 

 

小金井市は民意を調査し、多様な価値観を共存

させた管理に方針転換すべき。 

 

ご清聴ありがとうございました 

 


